台北賓館のガイダンス
【歴史】
台北賓館は、もともと日治時期において、台湾総督府の官邸であり、日本の第４番目の台湾総督だった児玉源太郎（Kodam　Gentaro）は、西暦1899年に命令を下して、建設に着手したことである。福田東吾（Fukuta Togo）は設計して、3年続いて、1901年9月26日に正式に落成した。当時の総督官邸はルネッサンスのスタイルに従って、デザインをした煉瓦と石材が混合される二階の建築物であり、その中にかなり数の石材は撤去された台北城の城壁から採集した石材であり、特に建築物の基座は最も代表性が具有されているのである。

福田東吾　氏が設計する当初において、台湾の深刻なシロアリの問題までに配慮したことがなかったため、屋根とインテリアデザインはたくさんの木造の建築材料を使っていたために屋根はごく短い10年内でシロアリの深刻な侵蝕に遭わされたんである。1911年には、どうしても改築する工事が行わなければならなかったことに至っていた。
1911年の総督官邸の改築する工事は、森山松之助が（Moriyama Matsunosuke）設計して、1913年3月31日に竣工した。今回の改築はアリの侵蝕する問題に対して、屋根の棟梁を鉄筋の構造に変えたことで、当時の台湾にとって、正に最も先進的な蟻防止工法だと言えることであった。室内空間も官邸の使用機能に応じて改造が行われて、最大の変化としては外観がルネッサンスのスタイルからパロックのスタイルに変えたことである。
約90年の時間を経て、台北賓館は、すでに多くの場所に損傷の兆しが現れて、外交部は文化資産が消えていく恐れがあると思ったために2003年8月18日から台湾の祖国帰還以来の最大規模の修繕工事が始まった。

今回の修繕する工事は、3年間も続いて、2006年5月14日に正式に竣工して、損壊した部分が元の建築工法に依って。修繕したほかに、なお歴史の写真に依拠して、再び台北賓館の新築した当時の構えと風貌を還元させていて、百年前の台北賓館の風采を国民の前に再現させていることである。
【前の庭園及び建物の外観】
台北賓館の前の庭園は、フランス式の幾何形の庭園であり、左右は互いにつりあいがとれていて、2003年に修繕する時、歴史の文献にあった記載の内容に依拠して、当時の構えと風貌を再現し、庭園の中央には、一基のパロック式の噴水池があり、造形は、極めて優雅である。
　　外観はパロック式の建築風格で、左側は円形の屋根、右側が四角形のベランダなので、アシンメトリーの設計であり、自由的、かつロマンチックな雰囲気が満たされている；建築物の四方はすべて、ベランダがあって、比較的に欧米諸国は東南アジアの植民した都市での建築風格と似ているのである。このような設計は台湾のひどく暑くて湿っぽい気候があったせいのこと以外に、当時日本の台湾を経営する企みをも垣間見ることもできる。
建物の真正面には華麗なギリシア式の山壁が飾られており、山壁のちょうど中央の位置では、1対の三角形から構成して、「台」の漢字の図案と似ていて、この建築物を代表するのは台湾総督のシンボルである；ベランダの支柱は、オーストニック式の双柱の造型が採用されている；屋根は険しくて高くて大きいマーサー式の斜めな屋根で、すべては、豪華な気概が現せる視覚効果は、呈されていることである。
3階の四角形のベランダは、3階の唯一の空間で、当時ではここから台北の街並みに遠くから眺めることができて、裕仁皇太子がデモ行列の歓声を受けて返礼する地方場所だったのである。
【 1 階　広い間】

台北賓館は設計する時にここを総督の生活する日常生活の空間にするほかに同時に総督の行政が執務すると来客を応接する場所としても設定されていたためにこの三大機能のニーズを満足させるため、台北賓館の大広間の設計が割り高の階段の高い床や、古典建築と匹敵できる壁面、大型のクリスタルペンダントライトランプ、きめ細かい漆の彫塑及び、細緻な天井の罫足の縫い目、完全に総督官邸のあるべきな気概が現れて、2003年に修繕した後に、泥人形の彫りと壁面の線条も、更に再び金箔を貼てて、皇室貴族のように堂々としている風格が充分に溢れているのである。
大広間の地面が敷かれたのは、イギリスから輸入したビクトリアのタイルであり、一部の破損した地区が２００３年に再び模造してから敷かれたことを除いて、大多数のタイルの背面には、まだ当時のイギリスの窯の印と期日が刷り込まられており、かなり貴重なことだと言える。
大広間と中央の歩道は、建築物の全体の東西の両翼と南北の両側を10字形で区きりしており、各翼には、異なる機能を与えた；表門の左側の空間は、２階への階段があり、右側の空間は、訪問客に待たせる応接室で、その側の一つ壁が隔てるのは、副官室、書記室などの部屋である。

【 1 階　第一客室、会議室、副官室】
中央の歩道を経て、左、右両側はこの建築物の主要な社交空間である。右手の辺りは、第一客室と称して、すぐに隣接したのは会議室であり、歴任の大統領は、この会議室で無数の貴賓を接見したことがあり、その中に特に1957年の日本の総理大臣だったの岸信介（Kishi Nobusuke）、1981年のシンガポールの首相だったリー・クアンユー氏、2005年のアメリカの前大統領だったクリントン氏などの方々で、最も代表性が具有されていた。
会議室の壁の上に掛かった書画は、有名な書道家である董陽孜　氏が書いた「美意延年」、「日新無疆」の掛け軸である。董　先生の書道は、伝統の字体とは脱出した風格があり、独特的な美感が漂わせている、ここの「美意延年」の掛け軸の字体は、波浪状の筆触で広げており、台北賓館の文化的な風采の美を無限の歳月の中に月日の立つとともにより一層の新たな意味を象徴している；そして、「日新無疆」の字体の構成も堅実であり、台北賓館は、絶えず精進と着実的な精神を代表していることである。

それ以外にここで更に１つのヨーロッパの建築物の重要な元素を発見することができる─ ペーチカ、台北賓館では17基のペーチカがあって、一基ごとにすべて異なる図案があって、質素で優雅な単色のタイルがあって、画工の入念に手描きした絵が施されたタイルもあり、また、生き生きとしていた立体の浮き彫りのタイルもある。もっと重要な社交空間である場合、そのタイルの模様の種類も、もっと華麗なことになった。第一客室を例にして、ペーチカの上には、入念に浮き彫りされたタイルが貼られていることが見えることである。
台北賓館はペーチカのタイル以外にカーテンの収納箱からも、過去の時代に行われた空間の運用状態を垣間に見ることが出来る。すべての室内の空間には、カーテンの収納箱の造形が異なっていて、その一番ランクが低い空間では、僅かカーテンの竿だけを採用し、逆にもっとも重要な空間には、そのカーテンの収納箱の造形も更なる多元的に豊富であった。例えば、側の副官室ならば、僅かのカーテンの収納竿だけがあって、カーテンの収納箱さえがなかったのである。
【 1 階　第二客室、大食堂】

第二客室と第一客室は、お互いに相対的な位置を取っており、1階の広間の左、右の両側に構えている。大食堂は、ずっと、ここの最も主要な宴会の場所であり、台湾の主権維持に凄く大事な中日和平条約も、ここで署名したことである。

【 2 階　　第一部屋】

　　第1部屋は、当年には、建築物の全体の中に唯一日本式の畳が敷かれた場所であり、最も重要な日本式の社交的空間である；現在では、ここにレイアウトされた装飾棚は、2階の広間から移して来たものであり、これは、当年の日本総督が残した文物のひとつである；この戸棚の彫り装飾は相当に豪華で綺麗であり、上層の造形は、四羽の鶴と亀があり、長寿を象徴している、４本の柱は、菊花の造形で、日本皇室を象徴し、戸棚の四方は、それぞれに日本の四箇所の著名的な風景が彫刻されており、戸棚の内部には、７６羽の造形が異なっている鶴が描かれており、戸棚全体のすべてのところにある彫刻は、みんな精緻で、最も貴重だと思われている。
【 2 階　第二部屋、書斎、第一寝室】

　　ここは総督と家族の日常生活の場所で、比較的にプライバシーの空間であり、それにしても、依然として、雄壮偉大な気勢が現れている。書斎の両側の壁の上にはそれぞれに模造した明石元二郎（ Akashi Motojiro ）総督及び北白川宮能久（ Kitashirakawa Yoshihisa ）親王が書いた漢詩の掛け軸が掛けられている。
第1寝室は区分して大、小の二間の部屋が区分されており、部屋が割りに大きいのは、当時の総督夫人の寝室として企画されており、割りに小さい部屋は、総督の子女の寝室としていた。その後、総督夫人の化粧室と着替える空間としても利用されていた。
【 2 階　広い間、大客室】

　  2階の広間の東側の壁面には、１枚のカラーのモザイク・ガラスがあって、図案は、自然な線状で花草の景色を描き出させていて、濃厚たるドイツの風格が具有されている。考証することによると、これは、1913年に改築された時に据え付けたモザイク・ガラスであり、もともとは、２枚にもあったのだが、その後、1枚が紛失されていた；このほかに、階段の上には、クリスタルペンダントランプも、日治時代から残したものであり、灯の底部には、1879という数字が刻まれており、推測として、多分当時製造した年の記録であろうか、両者が共に相当な悠久した歴史がある。
　　現在ここに陳列されている銅像は、米国フィラデルフィアの国家憲法センター（National Constitution Center）の憲法制定ホール（Signers’ Hall）の構築する方法を参考にして、中日和平条約を締結するシーンを再現させたものであり、和平条約の締結者は、我が国の代表だったの葉公超　氏と日本側の代表だったの河田烈　氏（Kawada Isao）のであった。
  　中日の和平条約は我が国と日本側から1952年4月28日に締結したもので、3つの方面の意味を象徴している：
1、 正式に我が国と日本との交戦状態を終了すること。
2、 台湾、澎湖の主権が中華民国に返すことを確認すること。
3、 中華民国と日本との正常な双方関係を回復すること。
広い間の前方は大客室で、ここの左、右両側の横梁の上でそれぞれ1つの泥人形であるニホンジカの頭があり、ここは、当時に最も主要な応接間の空間であり、いつも皇室の貴族が賓客の謁見を受ける場所として使われていた。日本の昭和天皇は皇太子だったの時期において、ここで台湾の百官と仕紳を接見したことがあった。
【 2 階　配膳室、朝食室、第二寝室室】
　  第２寝室の特別な特徴として、ここの洋服箪笥や、化粧台などが、すべては、壁の中に嵌め込んでいたことであり、これは、その他の部屋には、なかった特色である。洋服ダンスの上には、石榴の図案があり、多い子と多い孫を象徴している、巧みに中国の元素もその中に組み込まれていることである。現在では、ここに陳列されたソフアーは、清朝の時代の袁世凱　氏は、李氏朝鮮（韓国）で、通商大臣を担当していた当時に使われていたソファーであり、今までにすでに100余り年の歴史がある。

　　朝食室は、総督が朝食を取る場所であり、食べ物が1回の台所で調理した後に手で動ける配膳する梯子に乗せて、直接に側の配膳室までに届けて、配膳が終了した後に朝食室までに届けて総督の食用に供することである。
現在では、配膳室に陳列されたのは、早期の外交部の政府が主催した国の宴会のメニューであり、及び模造した台湾総督が専用していた食器、皿と碗の上の面にはすべてが台湾総督を象徴する「台」の字の印が印刷されており、前述した手動で料理を搬送する梯子も、配膳室の一つの隅に陳列されており、依然として、完璧に保存されており、台湾にも、相当な珍しいものと見なされているのである。
【後の庭園】

    台北賓館の後ろにある庭園は、標準的な日本式の庭園であり、朱雀、玄武（カメ）、蒼竜、白虎の「四つ種類の神の獣」の構成で庭園を造景した。プールの形が中国文字の「心」という字の形と似ている；庭園に栽培した植物は北方の松樹、南方の蒲葵などを植えて、多様性が溢れている、ここは、台湾で最も早期的、かつ最も規模がある日本式の庭園であり、それに現在では、ここが日本の国内を除いて、世界で規模最大の日本式庭園にもなったのである。
